
○サウサンプトン・ロイヤル桟橋（Southampton Royal Pier）  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1833 年に開設され、華やかさを謳歌した桟橋だ

が、現在は更地にされ再開発を待つ。当初の桟橋

は相次いで拡張され、ポンツーンに隣接して鉄道駅

も建設された。また 1894 年にはコンサートやダンス

が行われるパビリオンが建設された。しかし 1913 年

までには桟橋や木造の鉄道駅の老朽化が進んだ。 

 1980年には297ｍの桟橋が閉鎖された。火災を経

て1997年に桟橋としての存続が難しいと判断され

た。しかし桟橋の付け根に、美しい入り口部の建築

(gate-house)は再建されタイレストランとして利用さ

れている。2009年に桟橋を含むサウサンプトン市の

ウォーターフロントを再開発する計画が発表され、桟

橋のある地区は新たなプロムナードに再生される予

定である。調査時には、桟橋近くのバースに、イン

デペンデンス・オブ・ザ・シーズ号（乗客定員

3,634 名、全長338m、全幅56ｍ）が接岸してお

り、多くの見物客で賑わっていた。（写真左） 

 

 

供用開始年  1833 年（1980 年閉鎖） 

所有者 Associated British Ports 

桟橋位置 Town Quay,Southampton, 

London,SO14 2AQ 

桟橋延長 274m(900ft) 


